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山
に
囲
ま
れ
た
城
下
町
の

ソ
ウ
ル・ソ
ン
グ
を
訪
ね
て

「
デ
カ
ル
ト・カ
ン
ト・シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
」。
哲
学
者
３

人
の
名
を
連
ね
た
こ
の
言
葉
が
、「
デ
カ
ン
シ
ョ
」の
語
源
で

は
な
い
か
と
言
わ
れ
る
。

明
治
後
期
、
丹
波
篠
山
の
若
者
ら
が
関
東
へ
遊
学
し
た

際
、
東
京
一
高
の
学
生
た
ち
と
出
合
い
、
故
郷
の
民
謡
を

伝
授
し
た
。
や
が
て
東
京
の
学
生
た
ち
の
間
で
大
流
行
し
、

全
国
に
波
及
す
る
。

♪
デ
カ
ン
シ
ョ  

デ
カ
ン
シ
ョ
で
半
年
暮
ら
す（
ヨ
イ
ヨ
イ
）

　
あ
と
の
半
年
寝
て
暮
ら
す

　
（
ヨ
ー
イ　
ヨ
ー
イ　
デ
ッ
カ
ン
シ
ョ
）

ご
存
じ
の
方
も
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。
篠
山
市
民
の
ソ
ウ

ル・ソ
ン
グ
と
も
言
え
る
デ
カ
ン
シ
ョ
節
だ
。
名
所
や
人
情
、

時
代
を
読
み
込
ん
だ
歌
詞
は
、
今
も
振
興
会
の
募
集
で
増

え
続
け
、３
０
０
番
以
上
に
。
地
域
の
活
性
化
活
動「
丹
波

篠
山　

デ
カ
ン
シ
ョ
節
─
民
謡
に
乗
せ
て
歌
い
継
ぐ
ふ
る

さ
と
の
記
憶
」と
し
て
、
文
化
庁「
日
本
遺
産
」第
１
号
の

認
定
を
受
け
た
。

♪
オ
ラ
が
殿
さ
は  

六
万
石
よ  

今
じ
ゃ
の
ど
か
な
城
下
町

篠
山
城
は
１
６
０
９
年（
慶
長
14
年
）、
徳
川
家
康
が
大

坂
城
攻
略
の
拠
点
と
し
て
、
西
国
諸
大
名
を
動
員
し
て
建

築
し
た
。
立
地
は
四
方
を
山
に
囲
ま
れ
た
盆
地
で
、
山
陰

と
京・大
坂
を
結
ぶ
交
通
の
要
所
だ
っ
た
。

家
康
の
命
で
天
守
閣
は
築
か
れ
ず
、
二
の
丸
の
大
書
院

を
中
核
施
設
と
し
た
。
篠
山
藩
五
万
石（
の
ち
六
万
石
）の

藩
主
は
、
い
ず
れ
も
江
戸
か
ら
移
っ
て
来
た
譜ふ
だ
い代

大
名
の

松
平
三
家
、
青
山
家
に
引
き
継
が
れ
た
。

大
書
院
は
、１
９
４
４
年（
昭
和
19
年
）に
焼
失
す
る
が
、

２
０
０
０
年（
平
成
12
年
）に
復
元
。
市
民
の
希
望
と
寄

付
が
、
そ
の
原
動
力
と
な
っ
た
。
木
造
住
宅
建
築
と
し
て
、

ま
た
、一
大
名
の
書
院
と
し
て
は
破
格
の
規
模
で
、
古
式
の

建
築
様
式
や
装
飾
が
見
ど
こ
ろ
。

篠
山
城
の
濠
周
り
に
は
、
青
山
家
の
別
邸
を
改
築
し
た

「
青
山
歴
史
村
」、
茅
葺
き
曲
屋
形
式
の
武
家
屋
敷
跡「
安あ
ん

間ま

家
史
料
館
」が
あ
り
、
藩
政
時
代
を
偲
ば
せ
る
。
ま
た
、

日
本
最
古
の
木
造
裁
判
所
を
活
用
し
た「
歴
史
美
術
館
」、

旧・篠
山
町
役
場
を
再
利
用
し
た
商
業
施
設「
大
正
ロ
マ
ン

館
」が
あ
り
、
近
代
建
築
も
充
実
。一昨
年
に
開
館
し
た「
デ

カ
ン
シ
ョ
館
」で
は
、Ｖ
Ｒ
望
遠
鏡
や
シ
ア
タ
ー
で
デ
カ
ン
シ
ョ

文
化
を
体
感
で
き
る
。

♪
酒
は
飲
め
飲
め  

茶
釜
で
わ
か
せ 

　
お
神み

き酒
あ
が
ら
ぬ
神
は
な
い

丹
波
篠
山
は
黒
豆
、
栗
、
ぼ
た
ん
鍋
な
ど
の
美
食
で
知
ら

れ
、
酒
造
り
も
有
名
。
丹
波
篠
山
の
古
民
家
は
、
こ
う
し

た
特
産
物
を
使
っ
た
土
産
物
店
や
カ
フ
ェ
と
し
て
利
用
さ
れ

て
お
り
、
Ｉ
タ
ー
ン
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
な
ど
が
暮
ら
す
家
屋
も

1.大書院で最も格式の高い部屋。
慶長年間頃の正規書院造りを再現
している　2.大書院内に、復原建
築工事の構造模型と篠山城鬼瓦を
展示　3.青山歴史村に、
一昨年オープンしたデカン
ショ館の内部展示

築城とほぼ同時に建てられ
た大書院。天下普請の
篠山城は、わずか1年弱
の突貫工事で完成した

大正
ロマン館 丹波篠山

市役所
篠山川

兵庫県
丹波篠山市

兵庫県
丹波市

京都府
南丹市

京都府
京丹波町

兵庫県
猪名川町

兵庫県
三田市

大阪府
能勢町

丹波篠山
城跡

デカンショ館

西紀
SA

舞
鶴
若
狭

自
動
車
道

デカン
ショ街

道丹南
篠山口IC

丹波
伝統工芸公園
立杭陶の郷
丹波焼

最古の登り窯

JR
篠山口駅

福住地区
町並み

天引
トンネル

（城下町）

176

173

372

丹波篠山市MAP
デカンショと

丹波杜氏

デカンショ節には、酒を歌った
ものが多い。「丹波杜氏」は、
農閑期に伊丹や灘の酒どころ
へ出稼ぎをして高い技術力を
提供、名声を得た。デカンショ
の語源を「出稼ぎしよう」のなま
りとする説もある。上記の歌詞
「半年寝て暮らす」は、つらい
出稼ぎを終えてゆっくり寝たい、
という杜氏の夢を描いたものと
言われる。

4.御徒士（おかち）町の武家屋敷跡、
安間家史料館　5.築200年以上の鳳
鳴酒造ほろ酔い城下蔵　6.酒蔵内に
保存された木製の蒸し器や桶　7.黒
豆卸商の老舗、小田垣商店　8.大粒
で上品な甘さの黒豆製品　9.大正建築
の町役場を保存利用した大正ロマン館

9

8

16

丹波篠山市役所

篠山城
大書院

篠山歴史美術館

京街道

御
徒
士
町

武
家
屋
敷
群

武家屋敷
安間家史料館

春日神社

小田垣商店

篠山
川

河原町妻入
商家群

鳳鳴酒造
ほろ酔い城下蔵

大正
ロマン館

青山歴史村　
（デカンショ館）

デカンショ
踊り子像

篠山城下町周辺



丹波の森街道 丹波の森街道

水分れ街道

デカンショ街道

丹波篠山市

丹波市

176

175

427

372

ユネスコ創造都市
ネットワーク

文化芸術と産業経済との創造性に
富む都市として、ユネスコが7分野
で認定する。クラフト＆フォークアー
ト分野の認定は、国内で金沢市と
丹波篠山市のみ。

兵庫県内の丹波地域を縫うように走る「丹波の森街道（国
道427号・176号）」「水分れ街道（国道175号）」「デカン
ショ街道（国道372号）」。風光明媚な道を行くと名所が
次々現れる。日本風景街道の一角を成している。

日本遺産

地域の歴史的魅力や特色を通じ
て、日本の文化・伝統を語るストー
リーを認定し、
地域活性化を
図る制度。文
化庁が認定。

11

12

13.上立杭に現存する、丹波焼最古
の登り窯　14.左の登り窯は近年大修
復され、毎年春に焼成を行っている　
15.立杭陶の郷で展示販売する作品　
16.同館内のギャラリー「窯元横丁」に
は、50余軒の窯元出張ブースが並ぶ

爽快な風景が広がる「たんば三街道」

16 15 14

13

17

あ
る
。
住
民
の
郷
土
意
識
は
高
く
、
市
民
活
動
も
盛
ん
だ
。

城
下
町
で
は
、
黒
豆
製
品
の
小
田
垣
商
店
、
清
酒
醸
造

元
の「
鳳
鳴
酒
造
ほ
ろ
酔
い
城
下
蔵
」な
ど
、
老
舗
の
伝
統

建
築
を
ぜ
ひ
訪
ね
て
お
き
た
い
。

旅
籠
や
商
家
が
軒
を
連
ね
た

宿
場
町
の
面
影
を
留
め
る
福
住

♪
丹
波
篠
山  

福
住
街
道  

今
に
残
せ
し
宿
場
町

丹
波
篠
山
市
に
は
国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区（
重
伝
建
）が
２
カ
所
あ
る
。
こ
れ
は
兵
庫
県
内
の
重

伝
建
５
カ
所
の
約
半
数
に
当
た
る
。
１
カ
所
目
は
前
述
の

篠
山
城
下
町
で
、
も
う
１
カ
所
は
福ふ

く
す
み住

。
篠
山
城
か
ら
京

都
へ
向
か
う
京
街
道（
山
陰
道
）の
宿
場
町
だ
。
同
市
の
南

東
部
に
位
置
し
、
南
は
大
阪
府
、
東
は
京
都
府
と
接
し
て

い
る
。
江
戸
時
代
に
は
、
格
式
高
い
宿
場
に
設
け
ら
れ
る

本
陣・脇
本
陣
も
あ
っ
た
。

保
存
地
区
指
定
は
、
東
西
に
伸
び
る
街
道
沿
い
の
４
集

落
。
東
の
農
村
集
落
は
、
西
端
に
あ
る
福
住
の
宿
場
機
能

を
補
っ
て
い
た
。
興
趣
を
そ
そ
る
の
は
、
宿
場
町
と
農
村

集
落
と
の
調
和
。
宿
場
町
の
瓦
葺
き
２
階
建
て
と
、
農
村

の
茅
葺
き・鉄
板
葺
き
平
家
建
て
が
、
歴
史
的
な
風
景
の
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
を
奏
で
る
。

ユニ
ー
ク
な
の
は
、市
営
福
住
本
陣
団
地
の
デ
ザ
イ
ン
だ
。

白
壁
と
ス
ギ
板
で
デ
ザ
イ
ン
し
た
木
造
２
階
建
て
の
長
屋

方
式
５
棟
が
、
本
陣
跡
に
建
つ
。
そ
の
ほ
か
、
旧・

国
鉄
篠
山
線
の
終
点
、
福
住
駅
の
ホ
ー
ム
が
Ｊ
Ａ

建
物
の
裏
側
に
残
り
、
戦
時
中
の
鉄
道
敷
設
と

中
断
、
戦
後
の
廃
線
の
記
憶
を
静
か
に
物
語
る
。

約
８
０
０
年
の
歴
史
を
誇
る
、

野
趣
味
豊
か
な
丹
波
焼

♪
土
と
炎
と
匠
の
業わ

ざ
が  

冴
え
る
丹
波
の
登
り
窯

日
本
六
古
窯
に
数
え
ら
れ
る
丹
波
焼
。
同
市
今
田
町
周

辺
の
土
を
主
な
原
料
と
し
、
そ
こ
で
生
産
さ
れ
た
陶
器
を

立
杭
焼
、
ま
た
は
丹
波
焼
と
呼
ぶ
。
起
源
は
、
平
安
末
期

か
ら
鎌
倉
初
期
と
さ
れ
、
17
世
紀
初
め
に
、
従
来
の
穴
窯

か
ら
登
り
窯
へと
移
行
し
た
。

素
朴
で
野
趣
味
に
富
ん
だ
作
品
が
中
心
だ
が
、バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
が
広
く
、
作
家
の
個
性
が
際
立
つ
。
現
在
、
60
余

軒
の
窯
元
が
あ
り
、
比
較
的
、
後
継
者
に
も
恵
ま
れ
て
い

る
と
の
こ
と
。
迷
路
の
よ
う
な
町
内
の
随
所
に
工
房
が
見

ら
れ
る
。
ま
た
、
明
治
中
期
の
築
造
で
、
現
存
最
古
の
登

り
窯
が
近
年
修
復
さ
れ
、
山
裾
に
威
容
を
示
す
。
向
か
い

の
山
腹
に
建
つ「
立
杭
陶す

え
の
郷
」で
は
、
名
品
の
展
示
を
行

い
、
窯
元
の
出
張
ブ
ー
ス
が
一
同
に
並
ぶ
販
売
コ
ー
ナ
ー

や
、
体
験
工
房
も
備
え
る
。

丹
波
焼
は
六
古
窯
の一つ
と
し
て
日
本
遺
産
に
認
定
。
ま

た
４
年
前
、
同
市
は「
ユ
ネ
ス
コ
創
造
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

ク
ラ
フ
ト
＆
フ
ォ
ー
ク
ア
ー
ト（
工
芸
）分
野
に
加
盟
認
定
さ

れ
、
世
界
各
地
の
認
定
都
市
と
交
流
を
進
め
る
。
獲
得
し

た
複
数
の
タ
イ
ト
ル
は
、
郷
土
愛
を
育
み
、
明
日
を
築
く

牽
引
役
と
な
っ
て
き
た
。

日
本
遺
産
は
伝
統
、
ユ
ネ
ス
コ
創
造
都
市
は
未
来
を
想

起
さ
せ
る
。
そ
の
伝
統
と
未
来
を
つ
な
ぐ
の
が
デ
カ
ン
シ
ョ

節
。
丹
波
篠
山
は
、
過
去
か
ら
未
来
に
わ
た
る
、
郷
土
へ

の
思
い
を
す
べ
て
歌
い
込
ん
だ「
デ
カ
ン
シ
ョ
」の
ま
ち
だ
。

豊
富
な
文
化
的
資
源
、

良
質
な
特
産
品
を
世
界
に
発
信丹波篠山市 

商工観光課 課長

赤松 一也さん

丹波篠山市 
観光政策官

山本 高久さん

　

丹
波
篠
山
市
は
、
京
阪
神
か
ら
約
１
時
間
の
距

離
に
あ
り
な
が
ら
開
発
の
波
に
乗
ら
ず
、
伝
統
文

化
を
守
っ
て
き
ま
し
た
。
城
跡
と
、
そ
の
周
り
の
武

家
屋
敷
、
商
家
の
ま
ち
並
み
が
揃
っ
て
残
る
地
域

は
珍
し
い
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
そ
の
周
辺
に
農
村
、

山
々
が
広
が
り
、
日
本
の
原
風
景
を
思
わ
せ
ま
す
。

８
月
の
デ
カ
ン
シ
ョ
祭
は
２
日
間
、
10
月
の
味
ま
つ

り
は
３
日
間
で
そ
れ
ぞ
れ
約
８
万
人
を
集
客
。「
小

さ
い
町
だ
が
、
文
化
の
豊
か
さ
や
特
産
物
の
質
の
良

さ
で
は
引
け
を
取
ら
な
い
」と
い
う
市
民
の
思
い
と

共
に
歩
み
、２
つ
の
日
本
遺
産
認
定
と
、
ユ
ネ
ス
コ

創
造
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
加
盟
を
達
成
。
さ
ら

に
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
進
め
、
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
で
き

る
丹
波
篠
山
市
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

福住の西側に立つ「デカンショ
街道」の看板とカツラ並木。遠
くに青い山々が眺められ、ドラ
イブに最適だ

10.街道に沿って、間口の広い重厚な木造建築が並ぶ宿場町・福住。重伝建
地区の西端、本陣跡付近の佇まい　11.福住の東側に連なる農村集落には、
茅葺きの建築も残る　12.本陣跡に建つ市営団地。白壁やスギ板の意匠が周
囲の景観と調和している

福住伝統的建造物群保存地区
について解説する案内板

10

18


